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はじめに

　青少年の健全な育成をはかるうえで，個人的な条件の

ほかに，その環境が重要な要因となることはいうまでも

ないが，最近における文化的・社会的・経済的環境の変

化に伴い，青少年の意識・態度・行動なども種々の影響

を受け，それらは複雑化し，多様化することによって，

青少年の理解のしかたや育成のあり方をいっそうむずか

しいものとしている．教育環境アセスメント（事前評価）

というのは，（われわれが名付けていることであるが），

地域開発や工事着工を行おうとするとき，それらが自然

環境の保全にどのような影響を与えるかについて，事前

に技術調査を行うことを環境アセスメソトといっている

が，同じ意味で青少年の健全な発達・育成をはかるうえ

で環境がどのような影響を及ぼしているかを評価すると

ともに，教育環境をどのように整備することが必要であ

るかを研究しようとするものである．

　しかしながら，青少年をめぐる環境要因にはさまざま

なものがあり，そのうちどれを取り上げるか，多様な要

因を個々にどのように検証していくか，きわめてむずか

しいが，第1報告として，短期大学生の意識調査を取り

上げ，研究に着手することとした．

1・研究アプローチの枠組

　人間行動はパースナリティと環境との積の函数によっ

て規定されるが，青年のパースナリティを知的側面，性

格的側面，身体的側面に大別して，その形成過程をみる

と図1に示すようになる．パースナリティの中心層を占

める知能・気質・体質は素質的なものであるから，比較

的に変化しにくいが，周辺層になるほど環境要因や学習

の結果によって変化しやすい．

　青年をめぐる外部環境についてみると，現代社会は映

像文化の時代，情報化社会といわれるように，マス・メ

ディアのきわめて発達した社会であり，テレビ・ラジオ

・新聞・雑誌・漫画・書物などのマス・メディアの氾濫

が青年の意識・態度・行動傾向に種々の影響を及ぼして

いる．また，青年は学習活動以外に各種クラブ・同好会

への参加によって多様な活動をし，さらに核家族化する

ことにより，家庭中心主義の増加や伝統的な慣習の稀薄

化などの傾向がみられるようになってきている．

　このような環境要因の変化は青年にどのように影響し

ているか，その一般的傾向について概観してみると，ま

ず，知的側面について，マス・メディアによる情報の提

供によって，青年は多面的で豊富な知識を持つことにな

＊児童学科
＊＊学生部 図1　パースナリティ形成と環境要因の変化
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るが，それらが断片的なものにとどまるという傾向を生

み出している．また，人間の思考形式は垂直的に推論し

ていくのが一般であるが，最近の青年は，物事を深く突

っ込んで考えるよりは，ある事象から次の事象へと飛躍

する，いわぽ水平的思考の傾向が強くなっている．さら

に，テレビやラジオを視聴する場合，自ら判断したり，

行動したりすることは少ないから，受け身的になり，何

かに積極的に働きかけるという態度や行動が失われやす

い．以上のように，環境要因としての映像文化が，青年

の知的側面にいろいろな影響を及ぼしているが，特にパ

ースナリティの形成過程にある青年においてその影響は

強いと考えられる．

　性格的，態度的側面にはどのような傾向を生じさせや

すいであろうか．現代社会は一面では，経済的に物の豊

かな社会であるといえる．たしかに，家庭内の生活環境

設備・器具は整備されてきており，人間生活に便利な交

通手段が拡大し，消費生活を豊かにする衣服・食物は多

彩化し，余暇のための各種の施設・器具なども豊富にな

ってきている．このような物質的な豊かさが，青年の生

活様式を多様化させ，また個性化の傾向を強める結果に

なっている．このように，青年が自己の志向する価値観

にしたがって，個性的な生き方をすることはきわめて望

ましいことである．

　しかし，このような傾向は欲求の肥大化を生じさせや

すい．特に，自己の欲求を抑制したり統制する力の弱い

青年にとってこの傾向は顕著である．欲求や関心の多様

化は，一方では，自分の好きなもの，関心のあるものに

は深く打ち込むがそれ以外のものには一切無関心という

傾向を生じさせる．自分中心的な考え方をより増大させ，

そのことが孤立化の傾向を生み出し，社会における協調

や連帯を低下させる現象を生み出す結果になっている．

　身体的側面についてみるならぽ，形態的には20年前に

比べて，青年の身長は約5～6cm伸び，足長型になっ

ているが，体力や運動能力の面では低下してきているこ

とが指揺iされている．

　以上に，青年のパースナリティの形成過程に環境要因

がどのように影響しているかについて，一般的な傾向に

ついて述べたが，青年のパースナリティの形成や行動傾

向を理解するためには，青年や大人の行動環境がどのよ

うに変化してきているか，環境がどのように影響してい

るかについてみてみる必要がある．青年を正しく理解す

るためには，青年のパースナリティや行動傾向，意識の

把握にとどまらず，青年のおかれている文化的，社会的，

教育的環境要因を分析する必要がある．今後，これらの

環境がどのように変化していくかについて長期的な展望

を持つと同時に，現代の青年が現在に適応できるだけで

なく，将来にわたって適応できるような力を体得させて

いかなければならない．同時に，環境それ自体を人間の

生活にとって望ましいものであるように変容させていく

ことが必要である．以上の諸点が，われわれが今後継続

的研究を行っていこうとするときの研究アプローチのわ

く組である．

IL　研究の目的

　最近，短期大学における学生の学習意欲や集団活動へ

の参加が低下しつつあることが指摘されているが，現代

の短大生が学生生活のなかで，学習活動や人間的成長を

支えるものとして，自己の生き方について何を生きがい

とし，どの程度の充実感をもっているか，どのような生

き方をのぞみ，目標への達成意欲はどの程度かなど，い

わぽ，実現しようとする自己をどのようにとらえている

か，まずその実態を把握することによって，それらが何

に起因するかを考究する手がかりを得ようとするもので

ある．

IIL　－’研究の方法

　1．調査対象

　東京都内に存在する文化女子，目白学園，東京農業，

共立女子，東京文化，学習院，跡見学園女子，大妻女子，

成城，昭和女子，立教女学院，青山学院女子，東京家政

の13の短期大学を選び，各短期大学学生のうち無作為に

抽出し，調査対象とした．調査の配布数は1，300名で回

答数は1，039名となり回収率は約77．7％である．

　2．実施期日

　昭和57年7月7日～7月20日の期間に調査票の配布お

よび回収を行った．各短期大学において調査対象老に調

査の主旨を説明し，調査票の配布，回収を行った．

　3．　調査票の設計

　調査票の質問項目はKJ法の手法を用いて選定し，内

容別に分類整理して選択式の質問項目を設計した．質問

分野は次のとおりである．

　選択式質問（23問）

　　i　大学生活の中での充実感

　　ii　日常生活の中での満足感
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　　iil　自己分析による実現したい自己

　　iv　将来の生きかたと目標への達成意欲

　記述式質問（1問）

　　i　あなたにとっての夢

　計24問で質問項目を構成した．回答方法はマーク・シ

ート方式とした．

　4．　調査結果の集計

　集計はマーク・シート回収後，パスキー皿集計機によ

って行い，度数および全体に対する割合を算出して図式

化し，それらの結果について分析検討を行った．さらに，

問23の達成意欲度についての結果を指数として，調査対

象を上位群，下佐群に分け，各質問項目に対するクロス

集計を行ったが，その結果は図の下欄に表示し，両群間

の差の顕著なものについて考察を加えた．

　記述式回答については，内容をカテゴリー別に分類し，

度数およびパーセソトを算出し，特徴の現われているも

のを表示し，それらを分析し考察を加えた．

　5．調査結果とその考察

　　　　　％
　　　　50

　　　　40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
　　　　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　年年

　　　　20

10

　結果の数表による表示は省略し，学年別および専攻別

の度数，パーセソテージを比較棒グラフで表示したが，

調査結果の概要は以下のとおりである．

問2　専攻は何ですか．

　1．家政系

　2．　人文系（英文，国文，教養等）

　3．教育系（保育含む）

　問3　自分の専攻にどの程度満足感を感じていますか．

　　1．十分感じている　　　4．不満である

　　2．すこし感じている　　5．考えたここがない

　　3．　あまり感じていない

　専攻に対する満足感について，1．十分感じている，2．

すこし感じているが1年では66．6％，2年では71．9％あ

り満足感はかなり高い．専攻別にみると教育系が特に満

足感が高く，入学時の目的意識の高さ，目標の明確さが

大きく影響しているように思われる．しかし，満足して

いない学生も30～35％いるが，これは決して少ない比率

とはいえない．いまの自分の専攻に満足させ，充実した

学生生活を送らせるにはどうしたらよいか，検討する必

要がある．　（文中の％表示は合計を示している．以下同

様）

表1問3　上位群，下位群別度数（％）

①　　②　　③　　④　　⑤

　①

図2問2

②　　③ 上位群　 28．6　45．5　15．6　6．5　3．9

学年別，専攻別（％） 下位群　 17．　1　51．2　16．3　9．8　5．7
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問4　大学生活の中でいま一番打ち込んでいることは

　　何ですか．

　1．大学での授業や宿題

　2．　自分の趣味（スポーツ，けいこごと）

　3．大学でのクラブ活動

　4．　就職のための準備

　5，　自分の好きな学科の学習

表2　上位群，下位群別度数（％）

① ② ③ ④ ⑤

上位群
、8．・258．・・6．・93．・92．・1

下位群 14．6　　49．6　　23．6　　6．5　　5．7
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　いま打ち込んでいることの中で一番高いのは，2．自分

の趣味で54．1％あるが，大学生として一番打ち込んでも

らいたのは，1．大学での授業や宿題，5．好きな学科の学

習だが18．9％を占めるにすぎず，学年別も専攻別もほぼ

同じ傾向である．授業に打ち込めないのは，現在の大学

の授業が打ち込むにあたいしないと考えるからなのか，

学生が受身的であるからなのか．また，まわりに授業以

上に楽しいものがありすぎるからないのか．大学として

は学生をまわりの楽しいものや趣味以上に，大学の授業

や好きな学科の学習に打ち込ませるためにはどうしたら

よいか．反省をも含めて検討する必要があることを示唆

している．

問5　大学生活の中で一番やりがいを感じていること

　　は何ですか．

　1　自分がやりたい研究的なことに打ち込んでいる

　　とき

　2．　自分の好きな何かやりたいことに打ち込んでい

　　るとき

　3．　自分の趣味・レジャーに打ち込んでいるとき

　4．　自分の好きなサークル・同好会をやっていると

　　き

　大学の中で一番やりがいを感じているのは，2．自分の

好きなことに打ち込んでいるときで61．5％ある．大学の

専攻についての満足感が高いので，大学の授業の中に学

生が興味を持ち，好きなものが見つかれば，学生のやり

がいを感じることも学習。研究的なものへと変っていく

のではないだろうか．そのためには学生が望むことと，

期待することをよく理解し，学生の授業への興味を高め

ていく必要がある，

表3問5上位群，下位群別度数（％）

① ② ③ ④

上位群 2．6　　　　61．0　　　　24．7　　　　11．7

下位群 2．4　　57．7　　22．0　　17．9
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　　　　　図5問5学年別，専攻別（％）

問6　大学における学生生活の中での充実感はどの程

　　度ですか．

　1．満ち足りているという感じを持つことがかなり

　　多い

　2．満ち足りているという感じを持つことが時々あ

　　る

　3．満ち足りているという感じを持つことがあまり

　　ない

　4．満ち足りているという感じを持つことはまった

　　くない

　学生生活の中での充実感については，充実感を持つ

12．5％，時々感じる48．　2％あるが，充実感を持つことは

ないという学生が39．2％ある．大学というのは，自分で

将来のことを考え，自分の目的にあった生活をするため

に入学してきているはずなのに，学生生活に充実感を持

っている学生が12．5％しかいないのは少なすぎるように

思う．授業面，課外活動面などから，充実した学生生活

をすごさせるにはどうしたらよいかを研究する必要があ

る．
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表4問6上位群，下位群別度数（％）

① ② ③ ④

上位群 19．5　　46．8　　29．9 3．9

下位群 9．8　　　　48．0　　　　39．0 3．3
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問7　大学生活の中で学習活動と学習活動以外につい

　　ての生きがいはどの程度ですか．

　L　学習活動に熱中することが生きがいである

　2．　どちらかといえば学習活動に生きがいを感じる

　3．生きがいは学習活動も学習活動以外も同じくら

　　いである

　4．学習活動以外に熱中するのが生きがいである

100

80

60

40

02

① ② ③　　④

　　　　　　　　　　　　　　図7問7学年別，

表5問7上位群，下位群別度数　（％）

　大学生活の中での生きがいについても，これまでと同

じ傾向を示し，学習活動に生きがいを感じているのは5

～6％しかない．3．学習活動とそれ以外のものに生きが

いを感じているのは57．　9％，4．学習以外のものに生きが

いを感じているのが35．9％であり，いまの学生は大学生

活の中で学習活動を生きがいの対象とすることは少なく，

それ以外のものに熱中していることを示している．

100

80
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40
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％

　　　　5・54．45・9
　1・30．60．6
G

　①

家人教

政文育

系系系

②　　③　　④

専攻別（％）

① ② ③ ④

上位群 3，9 3．9　　　54．5　　　37．7

下位群 0 4．9　　　58．5　　　36，6

表6問8上位群，下位群別度数　（％）

問8　学生生活の中で学習と余暇についてどう思いま

　　すか．

　L　余暇の中に生きがいを感じることが多い

　2．学習は適当にし，余暇を楽しむことが多い

　3．学習にも余暇にも同じくらい力を入れている

　4．余暇も楽しむが学習にも力を入れている

　5．学習こそ生きがいである

①　　② ③ ④　　⑤

上位群 20．8　　　31．2　　　18．2　　　27．3　　　　2．6

下位群 15．4　 46．3　　19．5　　18．7　　0
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　学生生活の中での学習と余暇についてほ，各学年，各

専攻とも，2．学習は適当にし，余暇を楽しんでいる傾向

が多く，5．学習こそ生きがいであるという学生はO．　5％

にも満たない．学習も余暇も同じくらい力を入れさせる

ようにするにはどうしたらよいか工夫する必要がある．

5孝

③　　④　　⑤　　　　①　　②　　③

　　図8問8学年別，専攻別（％）

（54）

④　　⑤



女子学生の意識についての調査

問9　現在あなたの生きがいの対象になるものは何で

　　すか．

　1．その日，その日を愉快に楽しく生きること

　2．生活の目標を立て，着実に生きること

　3．家族やまわりの人びととうちとけて過ごせるこ

　　と

　4．能力を発揮して自分にしかできないものを生み

　　出すこと

　5．人間的により豊かなものを求めて努力すること

生きがいの対象については，豊かな人間性を求めてい

るのが最も多く，

　　　　　％
　　　　　ら0

り高くなる．専攻別にみると教育系の学生の48．4％が

5．人間的により豊かなものを選んでいる．しかし，学生

にとって人間的に豊かなものが何か，を具体的に把握す

る必要があり，この点が明確になれぽ，学生指導のなん

らかの指針が得られるかもしれない．

　　　表7問9上位群，下位群別度数（％）

1年37．4％で2年になると46．1％とよ

　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　50

①　　②　　③　　④　　⑤

上位群 19．5　　　6．5　　　11．7　　　18．2　　　44．2

下位群 24．4　　7．3　 13．8　　9．8　 44．7

40

30

20

10

0

① ②　　③ ④　　⑤　　　①　　②　　③

図9問9学年別，専攻別

問10　大学生活の満足度はどの程度ですか．

　1．　満足している　　　　　4．　やや不満である

　2．やや満足している　　　5．不満である

　3．　どちらともいえない

大学生活の満足度については，1．満足15．7％，2．やや

　　　　％
　　　50

40

30

20

10

　0　①　　②　　③　　④　　⑤

表8問10上位群，下位群別度数（％）

40．6
42．5 卿

12
25．7 年年

20．5

17．6

13．9
13．414・4

63　4．9

④　　⑤

家人教

政文育

系系系

　　　　　（％）

満足41．5％であわせて57．2％になる．しかし，4．やや不

満，5．不満をあわせると19．2％を占め，不満の原因は何

なのかよく考えてみる必要がある．特に上下位群に分け

てみると差が顕著で達成感の高いグループは満足の度合

いも高くなっている．

5藷

40．84L7422 劉
40 家人教

政文育
30

25．2
系系系

23．4

2
0

19．5 20．3

15．9
14，712，114．7

12．6

1
0 6，7　6，9

0

① ② ③ ④ ⑤

④　　⑤

図10問10学年別，専攻別（％）

①　　②　　③

上位群 24．7　 36．4　 18．2　 19．5　　1．3

下位群 10．6　　　43．1　　　25．2　　　14．6　　　6．5
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　問11　友人関係の満足度はどの程度ですか．

　　1，満足している　　　　3．　どちらともいえない

　　2．やや満足している　　4．やや不満である

　　5．不満である

　大学生活の満足度に対して，友人関係の満足度は，1．

満足42．1％，2．やや満足39，5％で81．6％の学生が満足し

ている．しかし，4．やや不満，5．不満な学生も7．3％で

はあるが，友達とうまくいっていないようである．この

ような学生に対する指導のあり方を検討する必要がある，

表9問11上位群，下位群別度数　（％）

① ② ③ ④ ⑤

上位群 44　2　　　44．2　　　　6．5　　　　2．6　　　　2．6

下位群 37．4　 43．1　　11．4　　8．1　　0
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％

0

　①　　②

45．5

39．O
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37．O 圓
12
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11・810．2
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1，11．1
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③　　④　　⑤　　　　　0①

　　　図11問11学年別，専攻別
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　問12　家庭生活の満足度はどの程度ですか．

　　1．満足している　　　　　4．やや不満である

　　2．やや満足している　　　5．不満である

　　3．　どちらともいえない

　家庭生活の満足度については，問10の大学生活への満

足度（57％）に比べかなりの学生が満足しており，1．満

足，2．やや満足を合せると72．4％あり，恵まれた家庭環

境にあると思われる．5．不満であるiOS　3．　2％と最も低く，

理想的なカーブをえがいており，大学生活の満足度につ
　　　　　　ノ
いてもこのような形になれぽ理想的ではないなろうか．

また，上下位群に分けて見るとこの間も差が顕著であり，

達成動機の高いグループは家庭でも大学でも満足度が高

いことがわかる．

表10問12上位群，下位群別度数　（％）

① ② ③ ④ ⑤

上位群 45．5　　　35．1　　　　6．5　　　　6．5　　　　6．5

下位群 34．1　 28，5　 21．1　　13．8　　2．4
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図12問12学年別，専攻別（％）
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問13　自己自身をどの程度分析し，どの程度とらえて

　　いますか，

　1．　自分というものをはっきりとらえている

　2．　自分というものをまあとらえている

　3．　自分というものをあまりはっきりとらえていな

　　い

　4．　自分は何なのかよくわからない

　自己自身の分析はかなりの学生が自分というものをと

らえているようだが，はっきりわからない学生が25，5％

おり，このような学生の指導こそ必要であると思われる．

この問いにおいても上位群・下位群の差が顕著である．

表11問13上位群，下位群別度数　（％）

① ② ③ ④

上位群 31．2　　58．4 5．2 5．2

下位群 8．1　　　　59．3　　　　26．0 6．5

問14

　1．

　2．

　3．

　％100

80

60

40

20

0

① ②　　③　　④

　　　図13問13学年別，

日常の生活の中での充実感はどの程度ですか．

満ち足りた気持を感じることのほうが多い

満ち足りた気持を感じることがやや多い

満ち足りた気持とむなしいきもちの同じくらい

　の割合で感じている

4．満ち足りた気持とむなしい気持をほとんど感じ

　ることはない．

100

　　　　　　　　①　　②　　③　　④

表12問14上位群，下位群別度数　（％）
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　日常生活の中で満ち足りた気持を感じる学生は25．9％

しかいない．半数以上の学生は十分満ち足りた気持には

なっていないようである．特に上下位群で見ると差が顕

著であり，本来ならぽ青年期の一番充実感を感じる時期

であるはずなのに，なぜ充実感が低いのだろうか．この

ような学生のむなしい気持をどのようにして満ち足りた

気持に変えていくかが問題である．学生指導のありかた

％
肝
　
1
0

29．029．4

0．9

家人教

政文育

系系系

7．8

　3．84．4

①　　②　　③　　④

図14問14学年別，専攻別（％）

① ② ③ ④

上位群 37．7　　　　　5．2　　　　53．2　　　　　3．9

下位群 16．3　　　　20．3　　　　55．3　　　　　8．1

として，どうすれぽよいか検討する必要がある．

（57）



金平　文二・岩井　絹江

問15

－
⊥
2
0
σ
4
P
D

と

あなたがいま一番重視していることは何ですか，

大学での授業に打ち込み専門を身につけること

大学でのクラブ活動に打ち込んでいくこと

友人関係をとおして友情を育てていくこと

世の中のことについて広く知ること

自分のやりたいと思っていることを完成するこ

6．家族関係や家庭生活を大事にしていくこと

　いま一番重視していることの第1位が，5．自分のやり

たいことの完成，第2位が，3．友情を育てることで自己

追求的になっている．大学生活の中で本来得られる“学

習”や“クラブ活動”が各々10％以下になっている．こ

れは，学生の関心が大学生活以外で多様化しつつあるこ

とを示している．問9～問15までは充実感に関する問い

であるが，自己を十分把握しないかぎり“何に打ち込ん

だらよいのか”わからないのではないだろうか．そのこ

とが充実感を低めているように思われる．

表13問15上位群，下位群別度数　（％）

①．②③④⑤⑥
上位群 11．7　5．2　24．7　18．2　35。1　5．2

下位群 4．1　　4．1　　35．8　　17．9　　36．6　　1，6

5誕
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0
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図15問15学年別，専攻別

②　　③　　④

（％）

⑤　　⑥

問16

　1．

　2．

　3．

　4．

　5。

いま，大学生活の中で一番嫌なことは何ですか．

大学での授業がおもしろくないこと

友人関係がうまくいかないこと

クラブ活動がうまくいかないこと

将来のはっきりした見通しがたたないこと

自分のやりたいことが自由にできないこと

　大学生活の中で一番嫌なことは何かの問いに対して，

4．将来の見通しがたたない45．3％と最も高く，1年で

34．9％だったのが2年で56．5％になる．これは短大2年

で就職についての不安が大きく影響しているようである．

特に人文系が高くなっている．また，’1．大学での授業が

おもしろくないのは1年で27．3％が2年で12．7％に減る．

これは2年になって授業が理解できておもしろくなって

きたのか，授業に対してあきらめの気持をもってしまっ

たのかを，さらに考察してみる必要がある．

　また，　“将来の見通しがたたない”ということは，変

化する社会，多様化した時代の中にあって，展望がもち

にくいことは理解できるが，それだけに短大2年間の間

に「自分はこれだけはできる」，「実現しようとする自己

は何なのか」をはっきり自己確認できるような学生指導

が必要なように思われる．

表14問16上位群，下位群別度数　（％）

①　　②　　③　　④　　⑤

上位群 18，2　　5．2　　1．3　 53．2　 22．1

下位群 18．7　　2．4　　5．7　　52．8　　20．3

（58）
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図16問16学年別，専攻別（％）

問17

　L

　2．

　3．

　4．

　5．

　6．

　7．

　8．

　9．

いま，迷い悩んでいるものは何ですか．

クラブ活動

勉強

金銭面

アルバイト

自分の性格や能力

家庭のこと

政治問題

環境問題

恋愛・結婚

0
1
2
3
4
5
6
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8

1
1
1
1
1
1
1
1
1

就職

読書

映画・観劇

フアツショソ（流行）

セックス（性）

友人のこと

食べ物

ダイエット

社会問題

　いまの悩みについては，2年の10．就職が第1位で，

前間でも“先の見通しがたたなくて嫌だ”が高い比率を

示していたが，関連して就職についての悩みが最も多い．

次いで，5．自分の性格，2．勉強，17．ダイエットの順と

なっている，

％
r

　
5
0

40

30

20

10

0

　①②③④⑤⑥⑦⑤⑨疋9◎⑫e⑭⑭】㊤⑰吐β
　　　　　　　　　　　　　　　　図17問17学年別，専攻別（％）
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表15問17上位群，下位群別度数（％）

③②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱
上位群13…3・…　5…3・・6・…7・・・…9・・・・・・・・・・・・・・・…　7・　8

下位群13・・・…9・・3…6・・2・・・・…　7・・・・・・・・・・…　α・・・・・・…56・　9
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問18　あなたは迷いや悩みが生じた時どのようにして

　　いますか．

　1．　友人と話し合う

　2．　親や兄弟姉妹など家族に話す

　3．　担任の先生と話し合う

　4．　担任以外の先生と話し合う

　5．　自分だけで解決しようと努力する

藷

切
濯

　　6．専門の機関（カウソセリング室等）に行って相

　　　談する

　　7．時が解決してくれるのを待つ

　　8．　気分転換をはかる

　　9．　なりゆきにまかせる

　10．　その他

　悩みが生じた時の対処のしかたについては学年差はあ

まりみられない．悩みについての相談は，先生・親では

なく，1．友人と話し合う44．3％と圧倒的に高く，3．，4．

など先生と話し合う比率はO．　4％と極端に少ない．教師

離れのこのような状況を大学としてどう対処するか問題

である．

2・OLOO．00．6

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑭⑪
　　　図18問18学年別，専攻別（％）

表16問18上位群，下位群別度数（％）

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩上位副…3・2・・・・・・…8… 7．6　　　8．7　　　6．5　　　2．2

1下位群1…77… 0　　　　12．1　　　0　　　10．1　　7．4　　10．7　　　0．7

　問19将来の生き方についてどう思いますか．

　　1．大学で学習したことを職業生活の中で生かして

　　　いきたい

　　2．結婚するまでは何らかの仕事につき色々なこと

　　　を身につけたい

　　3．大学を卒業したら結婚し，結婚生活をエンジョ

　　　イしたい

　　4．何年間か仕事についたり，結婚もするができる

　　　だけ自由に生きたい

　　5．　とくに将来の目標はなく，できるだけのんびり

　　　過ごしたい

　将来の生き方については，教育系では．1．大学で学習

したことを職業生活の中で生かしていきたいが最も高い

比率を示している．全体をみると，2．結婚までは仕事に

つきいろいろなことを身につけたい，4．仕事についたり，

結婚もするが自由に生きたいが合せて65．4％を占め，結

婚への期待が強く，マイホーム主義的な小市民的傾向が

みられる．職業意識はやや低く，ここでも上下位群の差

は顕著である．

表17問19上位群，下位群別度数　（％）

①　　② ③ ④ ⑤

上位群 33．8　　　32．5　　　　5．2　　　26．0　　　　2．6

下位群 21．1　 43．1　　4．9　 24．4　　6．5

（60）



女子学生の意識についての調査

50

40

30

20

10

0① ②　　③ ④　　⑤

40

30

20

10

葬
0

47．2

42．2

46．4

劉
家人教

o 28．4

　30，128．2 政文育

3．0
系系系

0 17． 18．1

0
3・72．44・1

3、0312．2

0

① ②　　③ ④ ⑤

図19問19学年別，専攻別（％）

問20　自分の目標を何かもち，その達成に努力してい

　　ますか．

　1．　目標に向かって毎日努力している

　2．　目標に向かって努力しているほうだと思う

　3．　目標があまりはっきりせずなんとなく過ごすこ

　　とが多い

　4．　目標がなく毎日張りがない

目標に向って毎日努力している学生はわずか5．8％し

かなく，2，目標に向って努力しているほうだを含めると

47．8％になり，それなりに努力しているという傾向はみ

られる．しかし，3．なんとなくすごす47．2％，4．目標が

ない4．8％を合せると52．1％になり，目標を持たずに毎

日をすごしている学生が半数を占めることは，大学とし

ては大きな問題である．学生に目標をもたせるにはどう

したらよいかが課題であり，目標設定や目標指向のため

のガイダソスがもっと必要なように思われる．
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図20問20学年別，専攻別（％）

③ ④

表18問20上位群，下位群別度数　（％）

① ② ③ ④

上位群 10．4　　49．4　　36．4 3．9

下位群 1．6　　　　35。8　　　　56．1 6．5

（61）

問21学生生活や日常生活で充実した生き方をするに

　　はどうすれば良いと思いますか．

　1．両親と相談し，両親のいうことをよく聞き，素

　　直な生き方をしていく

　2．教員と相談して，いろいろアドバイスを受け実

　　行していく

　3．親しい友人に何でも打ちあけながら，相談にの
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　　　ってもらい，ヒントを見つけていく

　　4．いろいろな人と相談もするが，自分で自分の進

　　　むべき道を見い出していく

　充実した生き方をするにはどうしたらよいかの問に対

しては，4．人に相談もするが自分で自分の道をみつける

が74，4％と圧倒的に高い．充実した生き方を求めている

がつかみきれていないようである．4。が多いことは，自

主性があって良いと考えられるのかもしれないが，他人

をあてにしないということは良くない傾向ともいえる．

人間は生きていくためには人間関係が基本であり，人間

的つながりがその人にとって大きなものとなるとしたら，

このような学生の傾向は望ましくない．人間関係が，ス

ムーズにいくよう大学として何らかの形で指導していく

べきではないだろうか．

　　　表19問21上位群，下位群別度数　（％）

① ② ③ ④

上位群 3．8 0．0　　19．2　　76．9

下位群 1．6 O．8　　　　22．8　　　　74．8

　％
100

① ②

10〔k

80

60

40

20

家人教

政文育

系系系

2．13・80．91．60．3・1．2

③　　④　　　　　　　①

　　　図21問21学年別，専攻別（％）

23・71＆5

　77．4
72．7　　　73．7

　問22　大学生活に対する満足度を5点満点でつけると

　　　すれぽどのくらいになりますか．

　問22は大学生活への満足度についての質問である．全

対象者の平均プロフィール（各選択枝に5．4．3．2．1のウ

ェイトをおく）は図22のとおりである．平均的プロフィ

ールは学年間ではほとんど差はみられない．項目別にみ

ると，平均点の高い項目は，6．学生相互の関係，9．日常

生活，1．大学生活，となっており，大学生活の中で学生

相互の関係についての満足度が最も高くなっている．平

均点の低い項目は，5．教員との関係，3．講義，カリキュ

ラムとなっており，教員，授業関係についての満足度が

低くなっている．大学は専門的知識・技術を習得する場

であるが，これに関する事項の満足度が低いということ

はやはり問題であり，その対策について考慮する必要が

ある．

　問23次の項目について該当する欄にマークしてくだ

　　　さい．

　問23は達成意欲度についての質問である。個人別の意

欲度得点の度数分布は最高点37から10点にわたり，かな

り個人差がみられた．達成意欲度についての全対象者の

平均プロフィール（選択枝に5．4．3．2．1のウェイトをお

く）は図23のとおりである．各項目別にみると，平均プ

ロフィールは学年間ではほとんど差はみられない．項目

別にみると，平均点の高い項目は，6．自分が満足できな

い結果は納得するまでやるほうだ，1．ひとつのことを始

めたら最後までやらないと気がすまない，となっており，

自分で取り組んだものへの達成意欲はかなり高くなって

いる．反面，平均点の低い項目は，5．いつも新しい目標

を見つけてそれに挑戦している．9．自分より勝れた成績

の人と競争するのが好きだ，となっており，新しい目標

への挑戦，仲間との競争という点では達成意欲は低くな

つている．
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2．大学の雰囲

　気
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　と発達

5．教員との関

　係

6．学生相互の
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8．クラブ活動

9．日常生活
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15．6
4．1　　29・3　　45・5　　17・1　　4・1

10．4　　15。6　　48・7　　19・5　　　6。5

　　　19．5　　41．5　　24．4　　　10．6
4．1

1．3　　　24・7　　　46・8　　　15・6　　　11・7

　　　11．4　　43．9　　32．6　　 8．9
3．3

2．6　　24・7　　46・8　　24・7　　　1・3

　　　8．9　　46．3　　35．0　　　7．3
2．4

　　　5．2　　50．6　　27．3　　10，4
6．5
2．4　　　8・1　　42・3　　31・7　　15・4

16．9

　　　30．19．8

40．3　　　40．3　　　　2．6　　　　0

43．1 13．8　　3．3
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上位
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32．5　　　58．4　　　　7．8　　　　1．3　　　　0
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9．自分より勝れた成績の人と競争す

@るのが好きだ

上位

ｺ位

23．4　　29．4　　35．1　　11．7　　　　0

@0．8　　　22．0　　　43．9　　　33．3　　　　0

10．いやなことや苦しいことも避けな

｢で取り組むほうだ
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ｺ位

16．9　　41．6　　40．3　　　1．3　　　　0

O　　　　　11．4　　　67．5　　　21．1　　　　0

図23問23達成意欲度平均プロフィール

　　　　　　　（63）

上位群、下位群別度数％
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　問24　あなたにとって現在の夢は何ですか，自由に書

いてください，

　この間は，将来についての具体的な問い方ではなく，

莫然とした「夢」という投影法による問い方で自由記述

をさせ，短大生の内面を探ろうとしたものである，結果

の集計の方法は，記述（1，　050枚）を切り離し，KJ法的

手法により学年別，専攻別に分類・集計した．分類の結

果，自然に9のカテゴリー，すなわち，就職結婚　自

己の成長，充実した学生生活，趣味，旅行，自由，進学，

自立（度数の多い順）にわかれた．1～9のカテゴリー

のうち，代表的と思われる内容を専攻別，学年別に示す

と表20のとおりである．内容として，幅広い，多様な夢

が描かれるのではないかと予想したが，短大生の描く夢

は，現実的であり，実現可能な夢がほとんどを占める結

果となっている．

　度数の高い順に，各カテゴリーの内容について考察す

ると，「就職」に関しての夢が43％を占め，デザイナー，

栄養士，教員，保母，スチューワデスなど，自己の希望

する職業を明記している場合もあるが，学年，専攻を問

わず，「自分の希望する職業につきたい」，「自分の学ん

だことが役立つ職業につきたい」という記述が多く，と

くに教育系の短大生は，　「子供を理解し個性や可能性を

のばせる教師になりたい」，「教師になり子供の成長・発

達にかかわり情熱を傾けたい」など，教育職についてか

ら自分がどのようにしたいかを明確に記述している点が

特徴的である．

　「結婚」に関しての夢は10％を占め，専攻，学年の別

なく，「幸せな結婚をしたい」という記述が多く，「結

婚し愛にあふれた家庭をつくり，子供を立派な大人に育

てたい」，「結婚して子供が生まれたらよりよい人間にな

るよう育てたい」など，結婚後生まれてくる子供のこと

まで描いている夢がみられた．

　「自己の成長」に関しての夢は11％を占め，「すぽら

しい女性になるため自分を高めることをいろいろやりた

い」，「人間として内面・外面的に自分自身を高めてい

く」など，自分を今以上に成長，向上させたいと願って

いる点が強くみられた．

　「充実した学生生活」に関しての夢は9％を占め，「2

年の間に多くの教養を身につけ，有意義で満足できる生

活をしたい」，「サークル活動などに打ち込み楽しく充実

した2年間をすごす」など，現実を着実に生きることを

目標にしており，特に1年にこの夢が多くみられた．

　次いで，趣味，旅行と続くが，「自由」について，「人

生を勝手気ままに過したい」．「自由に楽しくすごした

い」など，どの専攻にもこのことのみを記述している学

生がみられた．最後の「夢なし」について，白紙または

特に夢はないという学生が，多いところで20％あり，そ

の理由として，「夢があってもかなう社会ではない」，

「小さい頃は可能性や夢を持っていたが，自分を認識し

だすにつれて現実的に先が見えて夢がない」などがあげ

られている．

　各カテゴリーの専攻別，学年別の度数，パーセントは

表21のとおりであるが，主要な6のカテゴリーについて

専攻別，学年別に図式的に示したのが図24である．　（10

％を1cmで図示）図24を全体的にみると，どの専攻も

就職についての志向が圧倒的に高い，人文系では1年の

時17％だったのが，2年には52％と3倍になり，教育系

では2年になると70％の学生が就職についてをあげてい

る．ここでも，教育系学生が入学の際に卒業後の進路を

明確にして入学してきていることがはっきりあらわれて

いる．しかし家政系では1年で42％あったものが，2年

になると36％に低下しており，他専攻に比べて問題があ

るように思われる．

　専攻別にみると，家政系においては志向する方向が比

較的に均衡している．しかし夢がないという学生が1年

で6％が2年になると20％にもなり，この原因がどにあ

るのか分析の必要がある．人文系では1年が他の専攻学

年に比べて，一番均衡している．1年時の均衡が2年に

なるとくずれ差が一一es大きく，夢も大きく変化している．

教育系では，全体的なところで述べたように，就職志向

が強く，夢のない学生はほとんどなくなり，1，2年共

極端な志向となっている．
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女子学生の意識についての調査

表20問24学年別・専攻別夢の分析結果度数　（％）

騨黍 騨黍 杢攣 弊季 轡季 誉攣 黙1年・
髭大、年1短大全体

　　　　｝

・i就 職・7（42％）1　・・（36％）1　27（17％）185（48％）1・・（52％）1　・・（・・％）1・94（37％）i　252（・8％）1　44・（43％）

・「結 婚133（・4％）i26（・3％）1・3（8％）1・2（・％）｝8（・％）1・2（9％）154（・・％）15・（・・％）1i・4（・・％）

31自己の成長i　23（・・％）1・4（・％）1　36（23％）1　・・（13％）ii・（・％）18（6％）169（13％o）i45（・％）｝・・4（・・％）

・1馨落た学1　・・（・・％）：・・（・％）128（18％）1・8（1・％）：6（・％）1・・（8％）！58（11％）1・・（8％）
98（9％）

5【趣 味1・5（・％）1・3（・％）・4（・％）1・3（・％）1・6（・2％）i・（・％）145（・％）〕28（・％）i73（・％）

6」旅 行1・・（・％）19（・％）1・2（・％）1・1（6％）1・（3％）【・（3％）26（・％）124（・％）15・（5％）

7　自
由・（・％）i8（・％）16（・％）15（・％）16（・％）1・（3％）・6（3％）｝・7（・％）【33（・％）

8「進 学・・（・％）1・（・％）i6（・％）：5（・％）13（・％）1・（・％）1・9（・％）19（・％）128（・％）

91自 立15（2％） ・（・％）1・（・％）1・（・％）1・（3％）！・（・％）1・2（・％）い（・％）1・8（・％）

・・｝夢なし・3（6％）1・・（・・％o）！・5（・％）16（3％）1・（・％）・（・％）1・7（・％）1・9（・・％）i86（8％）

合 計 234 205 160 178 136 137 530 520 1，050

（65）
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表21問24学年別専攻別夢の自由記述

家政系1年 家政系2年 人文系1年 ，　人文系2年 教育系1年 教育系2年

●大学で学んだ ・自分の希望す ●大学で学んだ ●自分の希望す ・大学で教育の o今、学んでい
勉強を生かし る職業につく ことが生かせ る職業につき 基礎をしっか ることを生か
て職業につく ●大学で学んだ るような職業 能力を生かし り見につけ実 し社会に役だ
●男性の中に入 ことが社会に につく 社会的に認め 践の場に出る っ仕事をしたい

ってもひけを 役立つ職業に ●自分にあった 　　　　、轤黷驍謔ﾁに ●子供に広く親 ●子供を理解し
とらないてき つく 職業をみつけ なりたい しまれ習えて イ固性や可能性

就 ぱきした仕事 ●大学で学んだ 自分の才能を ●自分にとって 良かったと思 をのばせる教
をする 専門が生かせ フルに生かせ 本当にやりが われる教師に 師になりたい

職 ・地域社会のた る職業にっく る仕事につき いのある仕事 なりたい ・教師になり子
め役立っ仕事 たい をみつける ・人の役だっ仕 供の成長・発達

をする ・自分のやりた ・自分の学んで 事にっき一生 にかかわり情
い道で超一流 きた知識の発 続けたい 熱を傾けたい
になりたい 揮できる所に ・僻地の学校で ・教員採用言式験

就職したい 教育したい に合格し教職
につきたい

●女性の自立は ・結婚し家庭に ・幸せな家庭を ・幸せな結婚を ・良き母親にな ・良い母親にな

職場だけでは 入り夫や子供 築くこと しのんびり平 ること ること

ないので主婦 に慕われる主 ・理想の男性を 穏にすごす ・あたたかい家 ●結婚して子供
として自立し 婦になりたい みつけて結婚 ・結婚をし家族 庭を築くこと が生れたらよ
た女性となる ・結婚し愛にあ すること の個性を尊重 ●めざす職業を りよい人間に

結
・幸せな結婚を
ｵいい家庭を

ふれた家庭を
ﾂくり子供を

・良い人をみつ
ｯて幸せな結

できる家庭に
ｷる

続けながら良
｢家庭を築く

なるよう育て

ｽい
婚 築きたい
E結婚し平凡な

立派な大人に
轤ﾄたい

婚生活を送る ●自分の経験を
ｶかし子供の

こと ・結婚生活の中

ﾉ今まで習得
生活でよい ●結婚し理想と 夢をかなえら したことを生
●暖かい家庭を する家庭を築 れる親になる かす

つくり手つく き今の学習を ・教養豊かな女 ●自分らしく生き

りのものを食 役立てたい 性となり良妻 平凡でいいから

べさせたい 賢母をめざす 幸せな家庭を持つ

・家政系にきた ・良識ある人と ・自分の能力を 。着実に向上し ●人間的に成長 ・色々な人を知

がそれにとら 出会い自分を 見出し何か将 ていけるよう し幅のある人 り自分も新し
われず種々の 高めたい 来に役立つよ な生きかたを 間になること い分野にチャ
ものに圭兆戦 ・すばらしい女 、う準備する する ●大学生活の中 レンジして可
●色々なことに 性になるため ・自分に納得で ●より高く優iれ で自分をもっ 能性をみつけ
チャレンジし 自分を高める きる将来の見 たものに目を と大きなもの 豊かな入間に

自 その中で色々 ことを色々・や 通しを立てる 向け吸収して とし知識のあ なる
己 な人と出会い りたい ●人間として内 いきたい る優しさをも ●人間として人
の 人間性を育て ●物欲に流され 面・外面的に ●人間を大事に った人になる の心の痛みの
成 たい ず自分をつか 自分自身を高 する人間的に ●色々なことに わかる心の豊
長 。将来の生きか み人間的に成 めていく すばらしい人 手兆戦し自分の かな人間にな
たにプラスに 長したい ●ずっと学べる になりたい 可能性を伸し りたい

なる友をみつ ●人のためにな ものをもつ ●社会的視野を たい ●人間的に大き

け精神面で向 れる人間にな ■心から一生懸 広げたい ・学業に専念し くなりたい

上したい れるよう努力 命になれるも ●自分にしかで 将来は日本を
゜目標に向って する のをみつける きないことを せおって立ち
より良くすこす 身につけたい たい

●今しかできな ●学生生活を有 ・サークル活動 ・卒業までの日 ・学生生活を勉 ●残りわずかな
い数多くの事 意義にすごし などにうちこ 々をまわりに 学・レジヤー 学生生活を悔
を経験し人間 今しかやれな み楽しく充実 ながされず楽 の両面でうち いの残らない
関係を深め人 いことすべて した2年間を しく充実した こみ教員にな よう充実させ

充
実

間として成長
@したい
E2年の間に多

　に挑戦する
B学生時代に良
@き思い出をつ

すごす
E自分をよく知
阮?冾ﾌ生活

ものにする
E残された日々
�Gンジョイ

ったとき経験
Lかなたより
ｪいのある教

てすごす
怎Nラブ活動を
齔ｶ懸命やるし

くの教養を身 くりやりがい を充実したも し自分の目標 員となる クラブ活動の
た
学
生
生
活

につけ有意義
ﾅ満足できる
ｶ活をしたい
恂?冾�蜷ﾘに
@し勉強も人間

のある進路を
ﾝつける
恷cりの学生生
?�ｩ分の満
ｫできるもの

のとする
恷ｩ分の専攻を
竄閧ﾆげ自分
ﾌものにする
恆蜉w生活を無

に向って励む
怺w習・サーク
糾?ｮなど学
ｶでなければ
ﾅきないこと

●時間の上手な
gい方を身に
ﾁける
E学習・クラブ
､にがんばり

・公演が成功す

驍謔､努力す

関係も深めたい にする 駄にせず社会 を十分やる 学生生活をエ
●短い学生生活 に出て通用す ●クラブ活動を ンジョイする

を十分エンジ る人間になる 充実させ勉学
ヨイしたい と両立させる
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女子学生の意識についての調査

家政系1年 家政系2年 人文系1年 人文系2年 教育系1年 教育系2年
●免許をとって ●テニスの指導 g合唱団で歌い ・英会話力を身 ●作家になりたい ●考古学の研究
ドライブをし 者になりテニ 人に感動して につけたい ●マンガ家、ア がしたい
たい スを通じて人 もらいたい ・車の免許をと ニメータにな ・北海道の自然
●芝居の好きな 間的に成長し ・読書に時間を りたい りたい の中で生きた
人と舞台をつ たい 費したい ・劇団に入り劇 ●人形劇団に入 レ、

趣 　くりたい
怎oンドを組ん

●趣味を生かし

ﾈがら仕事が
・英会話力を身

ﾉっけたい
　をやりたい
恷ｩ分で書いた

り人形使いに
ﾈりたい

味 で人の心を打
ﾂような音楽

したい
E手芸、絵、料

。自分の考えを
?iとして書

詩や小説を本
ﾉしたい

゜コンサートな
@どで人の感動

を演奏したい 理など自分の きたい ●趣味を生かし するものをや
・・」・説を書いて 趣味を生かし ●ムツゴロウ王 た生活がした りたい
本にして出し たい 国で働きたい レ、 ●パイプオルガ
たい ンを習いたい

●国内を見て歩 ・北海道、九州 ●色々な所に行 ●海外で’生活し ●海外旅行に行 ．海外旅行に行
きたい に行きたい ってみたい たい きたい きたい

旅 ●海外旅行に行 。海外旅行に行 ●広く旅をし色 ●海外旅行に行 ・海外に留学し ●海外のホーム
きたい きたい 々な民族に出 きたい 異国の人と接 ステイに行き

行 会いたい 触したい たい
゜海外旅行に行
きたい

・色々なことに ○自分の思うと ●毎日を楽しく ●毎日を楽しく ●自由に自分の ．結婚するまで
縛られず自由 おり自由に生 自由にすごし すごしたい 好きなことを 自由に生きた
にマイペース きてゆきたい たい ●好きな時に好 やりたい レ、

自 でやりたい ●自分の好きな ●人生を楽しく きなことをし ●一人暮しをし ○自由に楽しく
●自由に生活し ことをして毎 生きたい たい て自由気まま すごしたい

由 たい 日楽しくすご
ｵたい

●自由に楽しく

ｷごしたい
な生活がした
ｵ、

●人生を勝手き ・束縛されず自
ままにすごし 分のやりたい
たい ことをしたい

・4年制大学に ●4年制大学に ●4年制大学に ●4年制大学に 。4年制の大学
進
学

進学したい
D専門学校に進
wしたい

進学したい
D専門学校に進
wしたい

進学したい
E専門学校に進
wしたい

進学したい
E専門学校に進
wしたい

に進学したい

●社会に出て知 ●早く社会に出 ●経済的、精神 ●経済的、精神 ●心身共に独立
識を得て自立 て一人前にな 的に親から独 的に自立しし し自分で納得
できる女性に りたい 立したい っかりした人 のいく生活を
なりたい ●自立し自分の 間になる したい
・自立して常に ことは自分で ●自分なりの生

自 新しい何かを できるように き方ができる
見出せる人に なりたい 女性になりた

立 なりたい レ、

・今、学んでい
ることを生か
し自立する女
になりたい

●特にない ・小さい頃の夢 ●目的もなく短 ●目先のことに ●夢は特にない ●夢は特にない
もいくつか実 大に入り不安 追われ将来を
現し大きなこ 定、なんとか ただ漠然と考
とをしたいと 自分の存在を えている
思っても平凡 認識し早く生 ・小さい頃は可
な道を歩くし きる道をみつ 能性や夢を持

夢 かないので夢 けたい っていたが自
な はない ●今まで夢みて 分を認識しだ
し ●夢があっても きたことがこ すにつれて現

かなう社会で の大学では資 実的に先が見
はない 格がとれず今 えて夢がない
゜夢はあっても は夢がない
現実は甘くな　1

戟A

（67）



金平文二・岩井絹江

（教育系）

就職

…… P年

一一 Q年

（10％をlcmとして表示）

夢なし

趣味／

結婚

自己の

充実した学生生活

夢なし

趣味

（家政系）

就　職

結婚 夢なし

　、

自己の成長　　趣昧

充実した学生生活

　　　　　　　図24問24学年別，

（人文系）

就職

　　　　　　　　　　充実した学生生活

専攻別夢の6カテゴリー別度数　（％）

　　（68）

婚結

自己の成長



女子学生の意識についての調査

おわりに

　教育環境アセスメソトに関する研究の手がかりをうる

ための第一段階として，女子学生の意識調査を行ったが，

大学生活の中での充実感，日常生活での満足感，自己実

現の度合などの実態についての把握をとおして，今後検

討すべき課題がいくつか示唆されたように思われる．教

育環境の整備に関しては，そのほか多数の要因について

研究する必要があるが，それらの要因について，今後，

多面的で実証的な継続研究を行うことによって，青少年

にとってののぞましい環境は何かを探りたいと考えてい

る．

　研究資料を収集いただいた各私立短期大学の関係者に

対し，深甚なる謝意を表するとともに，今後のご示唆を

いただきたいと思っている．

／
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